




































ボランティア診療報告書

2016年10月30日(日)
西安 陝西省扶風県人民医院



• 日中笹川医学協力プロジェクト 同学会事業 ボランティア診療を

扶風県人民医院で実施した。

• 扶風県人民医院は西安から約100キロ離れた二級甲の総合医院
で、衛生計生委 国際緊急救援中心ネットワーク医院である。

• 同学会西北地区から張軍地区責任者がリーダーとなり、同学会会
員以外の医師をもともなって、ボランティア診療と医療従事者向けの
講演を行った。

• 講演の後で、各々の専門に分かれ、病棟回診を実施し、姚徳茂医
師は患者の術後処置を行った。

• 病棟回診終了後は、人民医院院長、外科、消化科の主任と面談し、
今後の協力体制について打合せた。



扶風県人民医院でのボランティア診療風景



ボランティア診療隊

左から３人目から 姚徳茂(26期)、李忠金(12期)、張軍(11期)



 

ボランティア診療報告書 

日時：2016 年 10 月 30 日 場所：陝西省扶風県人民医院  

参加者：張軍(第 11 期)・姚徳茂(26 期)・李忠金(12 期)・張超英・景富春 

报告人： 李忠金 
診療参加者：約 80 名 
受講人数：約 60 名 

活
動
内
容
及
び
経
過 

    2016 年 10 月 30 日、西安交通大学第二附属医院 消化器内科の張軍(11 期)先

生が率いるボランティアグループは午前 9 時に西安から 100 キロ離れた陝西省扶風

県人民医院に到着した。到着後、すぐにロビーにてボランティア診療を始めたが、予

め病院が予告していたため、日曜日であったにも関わらず、多くの患者が専門家の到

着を待っていた。消化器内科の張軍教授、普通外科の姚徳茂教授、心臓内科の張超

英教授、肝臓病専門家の景富春副教授は熱心に 80 名の患者に診療を行い、患者に

対して一般向けの講座を開いた。午後、張軍教授と姚徳茂教授はそれぞれ本院の消

化器内科と普通外科の医療関係者に向けて「臨床診療治療の標準化」についての講

演を行い、各科室の医療関係者と一緒に病棟回診を行った。姚徳茂教授は手術が終

わったばかりの患者の術後処置を行った。最後に専門家グループは院長、医療科主

任、外科、消化器科の主任と座談を行い、今後の協力体制について討議した。 

提 
 

案 
  現地病院の指導者からは、今後も専門家を組織し、定期的に「医療人員の診

察治療能力を髙める」ことを目的とする活動を行ってほしいとの要望が挙げら

れた。 



 

义诊活动报告 

时间： 2016 年 10 月 30 日 地点：陕西省扶风县人民医院  

参加人员： 张军 姚德茂 张超英 景富春、李忠金 

报告人： 李忠金 
义诊人数： 80 人左右， 

听讲人数： 60 人左右 

活 动

内 容

及 经

过 

     2016 年 10 月 30 日由西安交大第二附属医院消化科的张军（11 期）老师带

队的义诊小组于早上 9 点抵达距离西安市 100 多公里的陕西省扶风县人民医院。

一到医院立即投入在门诊大厅的举行的义诊活动,由于医院提前进行了宣传, 虽然

是周日,不少患者已经在等待专家的到来。消化内科专家张军教授、普外科专家姚

德茂教授、心内科教授张超英和肝病专家景富春副教授耐心热情的为 80 余名患者

进行了诊治，并为患者进行了科普讲座。下午，张军教授、姚德茂教授分别为本院

消化科和普外科的医务人员进行了以“临床诊治标准化”为题的讲座，然后分别与各

自科室的医务人员联合进行了查房。姚德茂教授还为刚做完手术的患者进行了术后

处置。最后，同学会义诊专家和医院院长、医疗科主任和外科、消化科主任等进行

了座谈，交流了未来的合作计划。 

     本次义诊得到了陕西省扶风县人民医院的大力支持和高度赞扬。 

希望 
  当地医院领导和医务人员希望同学会今后能组织专家，定期来院进行以“提高

医务人员诊治水平”为目的的活动。 


